
来たる2009年には，1959年に伊勢湾台風が来襲して

から50年目をむかえる．伊勢湾台風の被害が最も大き

かった中部地区で日本気象学会秋季大会が行われる機

会に，伊勢湾台風から50年の経過を振り返り，台風に

関する研究の発展の現状を理解することを目的として

シンポジウムを企画した．

伊勢湾台風が台風研究と防災の原点となり，災害対

策基本法の制定や台風予報に関する情報の充実が図ら

れた．その結果，その後の風水害による死傷者数が急

速に減少したことを確認しておくことは，将来の気象

学の発展にとっても重要であると考えられる．しか

し，近年大型台風の襲来があり，新たな形の被害の発

生が懸念されている．また，大型台風の発生と地球温

暖化の関係についても議論されるようになった．これ

らの点を鑑みて， 被害」という観点から台風の理解

を深め，台風の予報システムの将来について議論し，

台風の構造に関する最近の研究を把握するとともに，

地球温暖化によって台風が変わる可能性があるかどう

かについて議論を深める機会を提供することは時機に

かなうものであると考えられる．

本シンポジウムでは５名の方に講演をお願いした．

この50年間の台風に関する研究と予報の発展を振り返

り，現状の台風研究と，将来（特に温暖化した際）の

台風がどのような振る舞いを示すかという問題につい

てわかりやすい講演をしていただけたと考えている．
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